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１ 概要

(1) 学校力向上に関する総合実践事業の一環

(2) ねらい
ア 自然に親しみ科学的に問題解決する
資質・能力の育成

イ 専門性を生かした観察・実験の充実
ウ 教育の質の向上と教師の負担軽減を
一体的・効果的に推進すること
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２ 活動内容
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(1) 各学校での授業



(2) 名寄市地域協議会
ア 期日

６月２４日
イ 研修内容
(ｱ) 資質・能力の向上

に向けた見方・考
え方をはたらかせ
る理科授業

(ｲ) 各学校の学習の
進捗

２ 活動内容
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(3) 専科教員交流会（道教委研修）

ア 期日
７月２４日

イ 研修内容
(ｱ) 資質・能力の育成に

向けた授業の充実
(ｲ) 教具等の取扱いに

ついて
(ｳ) 教科担任制の充実に

向けて



２ 活動内容

(4) 互見授業及び交流
ア 風連中央小学校
(ｱ) 第６学年 単元７
「月の見え方と太陽」 ・
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(ｲ) 交流内容
・単元計画を工夫し、天文台との
連携を図り、地域の教育資源の
活用を図ることができた。

・実験の構想を児童が考え、
主体的に問題解決に向かう授業
ができた。



２ 活動内容

(4) 互見授業及び交流
イ 名寄南小学校
(ｱ) 第４学年 単元９
「もののあたたまり方」
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(ｲ) 交流内容
・問題解決の過程を子どもに意識
させることができた。

・日常の現象から問題発見を促す
直接体験も必要になる。

・ふりかえりで１００点になる子
が多く、主体的に学び続けられ
る学習だった。



３ 成果と課題
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成果
(1) 授業づくりの視点につ

いて共通理解を図り、日
常の授業改善に活用でき
た。

(2) 教材・教具やICTの効
果的な活用の情報共有に
より、児童の学習意欲の
向上につなげることがで
きた。

課題
(1) 互見授業の時期について、

年間を通して、計画的に実
施する必要がある。

(2) 小中学校を通じた内容の
系統性を意識し、地域の教
育資源の活用方法について
検討する必要がある。



４ 今後に向けて
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